
 
 

 

参加数が過去最多 

BESTが基礎研修会 
グループ間の相互流通活性化が業界発

展のカギとなっている中、JARA（北島宗

尚社長）やビッグウェーブ（服部厚司社

長）などリサイクル部品流通４社で構成す

るBESTリサイクラーズ・アライアンスは

人材育成の段階からグループ間の連携強化

に努めている。JARAは5月21日～24日の４

日間、愛知県岡崎市の愛知県青年の家で、

「第9回BEST基礎研修会」を開催した。若

手従業員を中心に基本姿勢の習得にあたら

せるもの。過去の参加加盟店からは高い評

価を得ており、今年は過去最多となる50社

77人が参加した。グループとして開催する

ことで一体感を高め、事業者間の連携強化

や相互流通の活性化につなげたい考えだ。 

受講者はグループ加盟店の若手従業員

が中心だが、今後のさらなる成長を期待す

る従業員も対象としており、16歳から50歳

代まで幅広い受講者が研修に臨んだ。 

同研修の大きな特徴の一つが、加盟店

の代表者や役員が講師役だけでなく各班の

班長も務め昼夜にわたり徹底して指導にあ

たる点だ。時には厳しい調子で受講者を指

導することで、社会人としての心構えや

リーダーシップの醸成、「お客様第一」の

意識を徹底させようとするもの。他のグ

ループの受講者とともに同じ課題を乗り越

えることで、仲間意識を強める効果もあ

る。 

期間中、受講者は８班に分かれ、グ

ループや班での集団行動を通じ規律の順守

を徹底。講義では5大挨拶など礼儀作法の

習得やリサイクル部品の相互流通、業界の

歴史などの基礎知識の学習にあたった。研

修の冒頭、北島社長は「講師は本音でぶつ

かってくれる。受講者の皆さんも本音で向

き合ってほしい。この研修が１年後、10年

後必ず糧になる」と 受講生を鼓舞した。 

日刊自動車新聞（14.6.5） 

ロジ研  

梱包仕様統一を具体化 

第5回定例会  

運送コスト問題も議論 
 自動車リサイクル部品流通グループや

システム会社、物流会社など8社・団体で

構成する「自動車リサイクル部品ロジス

ティック研究会（ロジ研＝北島宗尚JARA

社長）」は6日、第5回定例会議を開催し

た。システムオートパーツ（土居英幸社

長）と部友会（鳩村昭二郎会長）がオブ

ザーバーとして参加した。前回に引き続

き、リサイクル部品梱包仕様の標準化と運

送費低減の取り組みについて議論を交わし

た。 

 会議では、フロントバンパー梱包の理想

仕様を話し合った。また、運送コスト削減

をめざし、各グループの一定期間の配送

データを集計し「ルート便」運行につなげ

ることを確認した。 

 今回は、各グループごとに行った「エス

ティマ」のフロントバンパー梱包作業の様

子を動画で確認。運送会社がそれぞれの評

価を発表した。使用資材や緩衝材などの装

備、梱包時間、作業内容などについて各社

ごとに優れた点と改善点を指摘。安全性の

高さではJARAが最も優れていたが、容積

過重による運賃増加や混載しにくい梱包形

態が課題となった。 

 リターナブルの優秀性にも注目が集まっ

た。各社のコストと梱包時間を比較したと

ころ、NGP協組のリターナブルがコスト面

で各社の行ったダンボールでの梱包結果よ

りも上回った。NGP協組の玉木基裕専務理

事は「消費増税といった背景がある中で、

コストの吸収が必要不可欠だ」と取り組み

の意義を強調した。ただ、リターナブルは

「運送時に他の商品との接触など、商品保

護という部分で懸念が残る」（大手物流会

社）という声も聞かれた。ロジ研はリター

ナブルの優位性を、作業効率への一つの可

能性として、今後検証していく。 

 一方で、懸案である運送費の高騰につい

ても議論した。運送費上昇の背景には景気

高揚による交通量の増加からくるドライ

バー不足や、ガソリン価格の値上がりなど

がある。「待遇改善を行い、人材を呼び込

まなければならない」（大手物流業者）状

況だ。 

 こうしたことからロジ研では各グループ

の商品をまとめて配送するルート便運行を

地域単位で導入することを検討している。

JARAやブロードリーフなどは一定の期間

を定め、全商品の配送データ（出荷元と届

け先の住所、品目）を集計することにし

た。 

 ロジ研はJARA、NGP日本自動車リサイ

クル事業協同組合、ビッグウェーブ、

ARN、SSG、ブロードリーフなどで構成さ

れ、高騰する運送費対策を業界全体で協議

している。今後も同研究会は、運送費低減

と業界全体での情報交換、課題解決に向け

て活動を展開していく。 

日刊自動車新聞（14.6.19）  



 

 

自動車リサイクラーズ世界国際会議（International Round-

table, 以下IRT）は、2005年から始まり、世界的な自動車

リサイクルネットワークの充実や、地球規模でのリサイク

ル部品の品質向上や市場拡大などのため、業界関係者が世

界中から集結し、情報交換や話し合いを積極的に行う機会

になっております。会議はこれまで、ベルギー・カナダ・

英国・米国などで開催され、2007年には日本で初めて東京

にて開催されました。そして今年再び、2011年3月の東日本

大震災を乗り越えて日本、北海道・釧路市にて開催が決定

となりました。是非多数参加いただきますよう、下記のと

おりご案内申し上げます。雄大な自然に恵まれた晩秋の美

しい釧路にて、是非お待ち申し上げております。 
 

 

[開催概要] 

第8回 自動車リサイクラーズ国際会議(IRT)2014釧路 
 

日時：2014年10月1日(水)～4日(土) 

 

場所：釧路プリンスホテル （〒085-8581 北海道釧路市 

幸町7-1 TEL:0154-31-1111 ） 
 

主催：NPO法人全日本自動車リサイクル事業連合 

 

 

開催日程： 

10/1（水）歓迎会 (18:00) 

 

10/2（木）㈱高橋商会様にて企業見学ツアー・KOBELCOマ     

     ルチ解体機の操縦体験 

      釧路湿原国定公園バスツアー、JARAの夕べ 
 

10/3（金）IRT国際会議開会、歓迎の挨拶及び、来賓祝辞 

各国からの報告（カントリーレポート）、IRT 

円卓会議1部開始 

交流晩餐会 

10/4（土）IRT円卓会議2部 (12:00終了) 

 

*会議後、オプショナルツアーもご用意しております。 
 

●詳細・お申込みについて： http://irt2014.kushiro.jp/ 

（締切日：7月31日（木）を第1次締切日とさせていただき

ます。） 

 

IRT会議2014協賛企業・団体募集中 
 

協賛： 

①一般協賛金1口1万円（ガイドブック協賛企業団体一覧に

社名掲載） 

②ガイドブック広告協賛金（1ページ-15万円、1/2ページ-8

万円） 
 

お問合せ先： 

IRT運営事務局（担当者 山口・加藤） 
 

TEL: 03-3548-8330（英語対応） 

 

FAX：03-3548-8338  

 
E-mail: irt2014@npo-jara.org 

 

*当法人は、解体事業者が国際的に連携し、地球規模で自動

車リサイクルと廃車適正処理の推進を図り、地球環境保全

に貢献する目的のために2004年に設立されたNPO団体で

す。 

 

NPO法人全日本自動車リサイクル事業連合よりお知らせ： 

第8回 自動車リサイクラーズ世界国際会議 

2014が釧路にて開催！ 

http://irt2014.kushiro.jp/




 


